
「 よ ろ ず 支 援 拠 点 」 は 中 小 企 業 や 小 規 模 事 業 者 の 経 営 上 の 様 々 な 悩 み に
無 料 で 対 応 す る 、 中 小 企 業 庁 が 全 国 に 設 置 し た 経 営 相 談 所 で す

詳細はホームページをご確認ください https://chibayorozu.go.jp/ 千葉  よろず

業務省力化

見える化

IT 活用

利益体質

当たり前を変えよう
2026 年 4 月、よろず支援拠点内に「生産性向上支援センター」開設。

残業があるのが、当たり前。

手作業でやるのが、当たり前。

人が辞めていくのが、当たり前。

その " 当たり前 "、本当に変えられないものでしょうか。

生産性向上支援センターは、「人手不足の解消」と「持続的な賃上げ」を目指す

事業者のもとへ、専門のサポーターが無料で何度でも足を運びます。

現場に 10 回程度訪問する伴走型の支援で、工程改善・省力化・デジタル化など、

現場に入り、一緒に考え、" 次の一歩 " を形にするまで徹底的にサポートします。

まずはお電話ください

飲食業・宿泊業・小売業・生活関連サービス業・その他サービス業・製造業・運輸業・建設業・警備業
で従業員 5 名以上の企業

[ 対象 ] 

TEL 043-299-2921 FAX 043-299-3411
〒261-7123 千葉市美浜区中瀬 2-6-1 WBG マリブイースト 23F

[ 事務局 ]



深刻な人手不足・労働供給制約の中でも、中小企業・小規模事業者が省力化等を通じて
生産性を向上できるよう、伴走型で支援する専門窓口です。

TEL 043-299-2921 FAX 043-299-3411
〒261-7123 千葉市美浜区中瀬 2-6-1 WBG マリブイースト 23F
[ 事務局 ] 相談予約はホームページから

https://chibayorozu.go.jp/ 千葉  よろず

R8.04.23

現状把握 （1 回目）

窓口またはオンラインで課題を
ヒアリング。 支援申込書の作成。

サポーターが【現場へ訪問】。実際の業務
プロセスを目視し、共に「生産性向上取組
計画」を策定 ( 定量的な目標設定 )。

計画策定 (2 ～ 4 回目程度 )

計画に基づき現場改善を実行。次回までの
「宿題」をこなしながら、目標達成 ・補助金

申請 ( 加点 ) へと導きます。

実行・達成 (5 ～ 10 回目程度 )

統括

小西 功二
Konishi Koji

中小企業診断士

経営戦略 / 創業 / 資金
財務 / 販促 / 人事労務

副統括

篠田 正行
Shinoda Masayuki

中小企業診断士 、
IE プロフェショナル
製造現場における生産
性改善 / コストダウン　

副統括

大口 憲一
Oguchi Kenichi

中小企業診断士、
キャリアコンサルタント
経営戦略 / 創業 / 補助金
/ 現場改善 / 健康経営

島村 康人
Shimamura Yasuhito

中小企業診断士、
IT コーディネーター
事業計画書策定 / 経営改
善 / IT 活用 / 組織運営  他

金築 俊明
Kanetsuki Toshiaki

マスター・マネジメン
トコンサルタント　他
新事業創出 / グローバル
化推進 / 次期幹部育成

永田 雅克
Nagata Masakatsu

中小企業診断士、
経営学修士（MBA）
経営戦略 / 品質改善
/DX/ 現場改善

早川 昌宏
Hayakawa Masahiro

中小企業診断士

創業 / 補助金 / DX/ 営業
強化

幕田 行雄
Makuta Yukio

中小企業診断士、
IT コーディネータ
製造現場の生産性改善・
革新 / データ利活用

「何から手を付ければいいかわからない」
そんな段階でも大丈夫です。
現場に通うのは、生産性向上のプロフェッショナル「生産性
向上支援サポーター」。業種・規模・現場の状況をふまえ、
一社一社に合わせた改善を提案します。
5S などの職場改善から、工程の見直し、デジタル化や AI 活用、
省力化投資の計画づくりまで、幅広くカバー。話を聞くだけ
でなく、一緒に現場を歩き、実行まで伴走するのが特徴です。
10 回程度の訪問を通じて、着実に変化を実感いただける支援
をすべて無料でご提供します。

生産性向上支援サポーター

残業が減らない

「残業ありきで回っている」「特定の人に業務が集中し
ている」——そんな声は多くの現場で聞かれます。生産
性向上支援センターでは、専門のサポーターが実際に現
場を訪問し、作業の流れや時間配分を丁寧に観察。どこ
にムリ・ムラ・ムダが潜んでいるかを " 見える化 " した
上で、5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）や作業動線
の見直しなど、その現場に合った改善策を一緒に検討し
ます。計 10 回程度の継続訪問で、改善が " 定着する "
ところまで徹底して伴走します。

手作業が当たり前

「本当は見直したいのに、手書き・手入力が当たり前に
なっている」という中小企業は少なくありません。生産
性向上支援センターでは、業務のどこをデジタル化すれ
ば効果が大きいかを現場目線で診断。受発注、在庫管理、
勤怠、日報など、身近なところから着手できる IT・
IoT・AI ツールの選定や導入をサポートします。「何か
ら始めればいいかわからない」という段階からでも大丈
夫。現場に合った " 無理のない次の一歩 " を、専門家が
一緒に考えて伴走します。

設備投資を検討中

省力化のための設備投資を考えていても、「補助金の計
画書を書ききれない」と悩む事業者は多いもの。生産性
向上支援センターの支援を受けて「生産性向上取組計
画」を策定すると、2026 年夏頃より、省力化投資補助
金（一般型）の採択審査において加点措置を受けられる
ようになる予定です。サポーターが現場課題の棚卸しか
ら計画への落とし込みまで並走するため、投資の目的・
効果が明確になり、補助金採択にも、投資成功にも近づ
く——その両輪を支えます。

人が定着しない

生産性向上は「機械化」だけの話ではありません。無駄
な作業や属人化した業務が減ることで残業が減り、従業
員の負担が軽くなる——結果として離職が減り、採用に
も好影響が出ます。生産性向上支援センターでは、作業
プロセスの改善や役割分担の見直し、現場の声を拾った
環境整備などを通じて、" 働きやすく、辞めない職場 "
づくりを後押しします。人手不足時代の経営課題に、現
場改善と人材定着の両面からアプローチできるのが特徴
です。

業務の「ムリ・ムラ・ムダ」を見える化し
職場改善をサポート

デジタル化・IoT・AI 活用で
業務を自動化する第一歩を支援

「生産性向上取組計画」の策定で
補助金加点を獲得

働きやすい職場づくりを通じて
人材定着と採用力をサポート


